
経緯

前回のSDGsカフェにて



自己紹介
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今日話すこと

よりよい未来の為、わたしたちがいま活動しようとしていることについて



私たちのチームについて

組織縦割りではなく、

志望者が手を上げて参

加した横断的なチー

ム！

中長期的に環境ブラン

ド価値を向上させてい

く為の施策を検討/実
践！

サーキュラーエコノミーワーキンググループ



チームで考えていること

目指している未来の姿を達成するためにどんな施策をしていくべきか？を考えている

目指している未来の姿

利便性や生活を豊かにするものを残しつつ、

未来につないでいける持続可能な社会を実現す

る



リコーとしていま行っている取り組み

いろいろ取り組みはじめている



私個人としては？

わたしが受け手であるとき環境に配慮したものをえらんでいるかな？



みなさんはどうですか？



みなさんはどうですか？



データでは

持続可能な未来にしていく為には、消費者の責任ある行動が必要。ただし現状、商品を
購入するときに「人や社会、環境に配慮されているか」(=エシカル消費)を重視して
商品を選ぶという行為は進み切れていない。

意味までは

知らない層が

93.1%

まだ行動に起こ
していない層は

94.3%

参照：
エシカル消費意識調査2022

https://www.dentsu.co.jp/news/release/2022/0620-010527.html


環境にいいものを提供しても選ばれないと意味がないのでは？

やっぱり価格かなあ…



こんな未来だといいんじゃないか

環境にも配慮した生活を豊かにしていくことのできるモノ/コトを選ぶ行動ができている

地球のためにもなるし
私のためにもなる♪



行動を変えるためには？

提供する側の努力もあるが、選択する側が自分事にして選んでいくことが大事！



体験 表現

記憶にも記録にも残って
自分事に！

体験と表現から自分事にできるイベント！



ターゲットは？

これからの未来をになっていく小学生高学年と親子

なぜこの層なのか？

仮説としてこどもが体験したことを知ることで親の意識の変化につながるこ
とがある

こういったことを考えている消費をおこなう方たちに対して
アプローチをおこなっていく！



イベントのイメージ

レク
チャー

体験

表現

“私たちの未来ってどうなっちゃうの？"

現在の経済のモデルにより様々な

環境問題が引き起こされていることを伝
える。

進行イメージ

“よりよい未来にするためにいまおこな
われていることってどんなこと？”

資源を有効活用し、温暖化などの気候変
動を起こさないためにどのようなことが
今行われているのかを実例を交えて体験
する

“私たちはこうしていきたい！”

現状を知ったうえで、参加者自身はどのよ
うな未来にしていきたいのかを手を動かし
絵や文章にする。
それをオリジナルノートなどにプリントし
プレゼント。記録にも記憶にも残るプログ
ラムを！



こんな効果があるのではないか

ひとりひとりが選ぶことが、これからの未来をつくっていくと理解し一人でも行動にうつすことができる



わたしたちは単独ではなく地域と連携して活動したい



今をかえなければ未来は変わらない！



ありがとうございました！


